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論文調査 委員 教 授 波多野博行 教 授 高 木 秀 夫 教 授 大 西 俊 一
論 文 内 容 の 要 旨
放射線の照射によって固体のタンパク質に生成する安定な遊離基には不対電子がイオウ原子上に局在す
るものと炭素原子上に局在するものとの二種がある｡
本論文は, イオウ遊離基以外のもうJ l の安定遊離基, すなわち炭素遊離基, -NIi一七H-C0-, の生成
する過程を明らかにするために, タンパク質のもっとも単純なモデルであるグリシルグリシンの単結晶を
用いて, 低温において γ線を照射した際に生成する遊離基についてEP R 法による研究を行ない｡ 低温にお
いて不安定な前駆体遊離基が存在することを見出し, これが熟あるいは光によって安定な遊離基へ転換す
ることを証明した｡ グリシルグリシン単結晶に, 77oK, 暗所で60Coγ線106radを照射し, 生成した遊離
基の EP R スペクトルを測定して, その構造を明らかにするとともに熟あるいは光に対する挙動を研究し
た｡ 77oK, 暗所において観測されるスペクトルは主として三重線であるが, 磁場の方向によって超微細
構造は複雑な変化を示した｡ このスペクトルの特徴を解析し, X線解析の結果を参照することによって,
このスペクトルを示す遊離基は二つのαプロトンをもつものであって,超微細結合テンソルの主値として,






参考論文その 1 はポリグリシン, ポリアラニン, ポリグルタミン酸に低温で60COγ線を照射して, EP R
スペクトルを観測し, また昇塩にともなう遊離基量の変化から, 不安定遊離基と安定遊離基との転換を明
らかにしたものである｡
その2はオキシヘモグロビン, メトヘモグロビン, グロビン, グロビン- ヘミン混合物, およびヘミン
ー 81-
に, 低温で放射線を照射し, 観測される EPRスペクトルを解析した結果, 放射線による損傷はタンパク
質部分に起っていることが明らかにされたものである｡




ステルの定性, 定量分析法に関するものであり, またその 5 はブドウ状球菌の無細胞抽出酵素を用い, 2
- 14C- メバロン酸から, イソペンテニルピロリン酸を生成させ, メバロン酸の2位置の炭素はイソペンテ
ニル基のメチレンの炭素となることを確認したものである｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
生体に対する放射線の直接作用を解明するために放射線の照射によって固体タンパク質に生成する遊離











イオウ遊離基外のもう一つの安定遊離基, すなわち炭素遊離基, -N王トCH-C0-, の生成する過程
は申請論文によってはじめて明らかにされたものである｡ 主論文はタンパク質のもっとも単純なモデルで











この機構は, 本実験において観測された事象をよく説明するとともに, この機構に従えば, さらに参考
論文において行なわれた研究の結果をもよく理解することができる｡ この結果は従来報告されてきた多く
のタンパク質におけるグリシン残基上の遊離基の生成の機構をよく説明しうるものである｡
参考論文はいずれもポリグリシン, ポリアラニン, ポリグルタミン酸, オキシ- モグロビン, メトヘモ
グロビン, グロビン, グロビンーヘミン混合物及びヘミンなどに低温で 60Coγ線を照射して, EP R スベク
レルを観測し遊離基の生成とその転換, 消失を証明し, タンパク質における放射線の直接作用を明らかに
する基礎的知見をえたものである｡ またイソプレノイド生合成の中間体と考えられるメバロン酸, メバロ




与するところが少なくない｡ また主論文 , 参考論文を通じて申請者が生体高分子化学および物理化学に豊
富な知識と優れた研究能力とをもっていることを認めることができる0
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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